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阪大 工 庄 司 一 郎
二次元イジング模型のbond-annealed系についてはexactな解 を求めることができるが,
これを若干拡張できるかどうかについて考える｡まず考えられる拡張は,イジング･ス
ピンを上,下のみならず,左右に向けるとすればどうかということである｡つまり4つ
の可能なスピンの向きがあり,隣り同志はその内積に比例するエネルギーをもつ場合で
ある｡式でかくと
E-- J(0102+0'10'2)
(01,0'2)と(02,0昌)は各格子点に
おける4つの方向を示す｡Oの各々は±
1を独立にとるとする｡ Regular格子の
場合はこれがexactにとけることは鈴木
氏らの発見した処であるがRandam系の
場合には
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